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私たち建設職人が所属する東京土建一般労働組合
は、日本のインフラを守る建設業界の発展を根幹に
据え、労働環境の改善や賃金の引き上げ、後継者の
育成、週休２日制の実現と定着などを目指して活動
をしています。しかし、要求を実現させるためには
『東京土建だけの要求』ではなく『市民（国民）の
要求』とすることも重要となり、地域住民からの理
解と支援が必要となります。
そのためには『東京土建』の知名度を上げ建設職
人をアピールすることが必要です。支部では東京土
建をアピールする場として11月19日㈰に立川駅北
口にあるサンサンロードで第８回の土建フェスタを
開催しました。当日は、各ブロックで建設業に特化
した催し物を行う他、倒壊家屋救助訓練や上棟式で
のお菓子撒き、住宅センターによる住宅相談、立川
消防署の消火体験、昭和第一学園の吹奏楽、詩伍座
による太鼓に演奏、アール・ブリュット立川の作品
展示などを行いました。様々な催し物の参加者は
543人となり、私たちの運動を地域アピールするこ
とができました。

	担　当	 内　容	 計		 おとな	 こども

	 １B	 クロス貼り体験	 82		 40		 42

	
２B
	 モザイクタイル	 161	

96		 65
	 	 珪藻土塗り	 73

	 ３B	 塗装体験	 88		 76		 59

	 ４B	 カンナ削り・丸太切り	 102	 67		 35

	青年部	 射的	 265

	事業所分会	 缶パッチ作り	 179

	担　当	 内　容	 計		 おとな	 こども

	
アートブリュット立川

	 ワークショップ	 63		 50		 13

	 	 アートパフォーマンス	 300

	消防署	 消防署消火体験	 100

	健生会
	 歯科相談	 200

	 	 健康チェック	 300

	住宅センター	 住宅相談・防災展示	 300

	 計	 	 2213	 329		 214
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	分　会	 1月現勢	 年間目標	 年間成果計	 年間13％残目標	 月間目標	 月間成果	 月間残
	砂　川	 245	 32	 43	 ★	 -11	 4	 	 3	 1
	けやき	 245	 32	 34	 ★	 -2	 4	 	 1	 3
	高　松	 295	 39	 52	 ★	 -13	 4	 	 3	 1
	国　立	 150	 20	 18	 	 2	 3	 	 1	 2
	立川南	 186	 25	 22	 	 3	 3	 	 	 3
	富士見	 221	 29	 32	 ★	 -3	 4	 	 1	 3
	昭島中央	 208	 28	 32	 ★	 -4	 4	 ★	 6	 -2
	玉　川	 244	 32	 24	 	 8	 8	 	 	 8
	拝島東一	 259	 34	 29	 	 5	 5	 	 	 5
	拝　島	 337	 44	 43	 	 1	 4	 	 1	 3
	 事業所	 716	 94	 201	 ★	 -5	 9	 ★	 14	 -5
	直　属	 777	 102	 	 	 	 	 	 	 0
	合　計	 3883	 511	 530	 ★	 -19	 52	 	 30	 22

（12月1日現在）

2023年11月11日㈯、多摩西部・府中国立支部共
催による事業主交流会が行われた。前半は今回の主
題である来年４月より始まる「働き方改革」の講演、
後半は交流会での名刺交換会が行われた。
まず講演は高田社会保険労務士事務所の高田聡史
先生をお招きして短い時間ではあったが中身の濃い
お話をして頂いた。
私たち支部でも何回かことある毎にこの問題は話
してきた。だが今一つピンとこなかった。それぞれ
に事業所の皆さんも今回の対策はしていると思う。
しかし、半年を切ったことで流石に事業所の皆さん
も不安や焦りを感じるのか熱心に高田先生の話に耳
を傾けていた。交流会でも経営者の方たちが先生を
捕まえて相談していたのが印象的だった。
私たちはこの何年か色々な政策を次々と打ち出さ
れあれよあれよという間に制度や法律が変わり大変
な時代になってしまった。
しかし、この流れに乗り遅れると置いてきぼりを
食ってしまう。我々職人は今まで残業代など考えて
こなかった。特に労働条件や残業時間の明確化、知
らないでは済まないのだ。この法律に違反すれば労
基署などの強制捜査「臨検」を受けることになる。
先月から始まったインボイス、来年は電子帳簿、働
き方改革、マイナカ－ドと保険の一体化とまだまだ
数え上げたらきりがない、「どうする家康」どころじ
ゃないが逃げるわけにはいかない。
今こそ私たち東京土建の仲間が一致団結してこの
困難に立ち向かいましょう。
　　　　　　　　（事業所担当役員　白倉和行）

10月29日㈰、シニア友の会は山梨県にぶどう狩
りとワインの旅に行ってきました。朝方降ってきた
雨も上り、立川を午前８時に出発して東中神で全員
揃って八王子インターから中央道へ、今年は暑かっ
たせいか山々もまだ紅葉もちらほらで濃い緑の山並
みを見ながら昇仙峡へ。対岸に見える岩は何回見て
も凄いの一言です。そして影絵の森美術館へ藤城清
治の影絵は一目見たとたん誰もが「わあー　綺麗」
と声をあげて感動しました。また、山下清の絵は緻
密に絵が描かれていて一流画家の凄さを感じまし
た。昇仙峡を後にして武田神社を散策してぶどう園
に行き、昼食のバーベキューを食べてぶどう狩りに、
お腹パンパンで甲州ぶどう一房を４～5人で食べる
のがやっとでした。なんで先にぶどう狩りをしなか
ったのと皆さん不満顔でした。シャインマスカット
一房をお土産に貰ってワイン工場へ。試飲とワイン
を買って里の駅一宮で買物をして帰路へ。渋滞にあ
いましたが国立分会の大森さんのクイズで社内を盛
り上げてくれたので渋滞も気にならず予定より２時
間位遅くなりましたが無事に帰ってこれました。
　　　　　　　　　（高松分会　藤代進也さん）

2024年問題を考える！2024年問題を考える！
　 働き方改革は待ったなしだ！　 働き方改革は待ったなしだ！

山梨山梨のの旅旅をシニアでをシニアで満喫満喫

11月17日㈮に全都建設労働者対都要請行動とし
て「建設国保の育成・強化、賃金を引き上げ、物価
高騰から仕事と暮らしを守ろう！」をメインスロー
ガンに掲げた予算要求中央総決起大会が行われまし
た。当日は全建総連傘下の46建連から1812人（支
部から20人）の仲間が東京都庁と日比谷公園に集ま
りました。集会の要求項目は、物価高騰を踏まえた
請負単価の引き上げや労働者の賃金確保、建設国保
の拡充に向けた育成、強化や担い手確保、建設アス
ベスト被害の根絶、消費税率の引き下げとインボイ
ス制度廃止について訴えました。最後は東京駅に向
けてデモ行進が行われ様々な要求実現に向けて訴え
をしました。東京土建では、集会に参加できない仲
間にも国や都に向けたハガキ要請行動を行っていま
す。群会議でハガキの記入を依頼された際にはご協
力をお願いします。
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私たちの土建国保を守れ！私たちの土建国保を守れ！
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地域防災運動を進めよう地域防災運動を進めよう

「命を守る」を考える防災学習

青年部が京都の宮大工の研修を青年部が京都の宮大工の研修を

平和を守れ！オスプレイいらない！平和を守れ！オスプレイいらない！

10月５日の日曜日、支部会館３階で防災学習を行
いました。講師は静岡県から岡村先生をお招きして
参加者は家族（幼児を含む）高齢者、国会議員さん、
市議会議員さん、と幅広い人たちで勉強しました。
今回は参加者に配慮してもらい講演内容のレベルを
下げて講演をしてくれたため、自分としてはわかり
やすかったです。
まず、テーブルを６班に配置して、机の上に日本
地図が印刷された模造紙があり、様々な色のマジッ
クが用意され、そこに先生からの質問を書き入れて
いく学習方法でした。たとえば、今まで大きな災害
が何処で起きたか、その場所を記録する。南海トラ
フは何処から何処の範囲を指すのか、それを子供た
ちと一緒に地図に記入する作業をしました。
次に先生から「みなさんの中に避難所を利用した
人がありますか」という質問があり、問いに対しで
高齢の方から防空壕に行ったことがあると発言があ
り笑いが起こりました。先生が「確かに避難所に間
違いありませんね。でも古い話ですね」と感心して
いました。
避難する時に水圧が膝までどのぐらいのものかと
いう場面で、自分が先生に指名を受けて、前に出て
バネ秤を５㎏にセットして足に巻き付けて歩いてみ
ると足が自由に動けないと実感しました。避難する
時は長靴よりもスニーカーの方が良いそうです。そ
して水が濁っているので長い棒で地面を突きながら
歩く。そしてビデオの画面で、濁っている水の中に
マンガでうんちの絵が出てきます。下水が溢れて衛
生的に良くないです。注意しましょう。
最後に気になったことがあります。南海トラフの
地震が起きた場合。どのぐらいの被害が起こるかと
いう質問で、救助する人が全国にどのぐらいいる
か？（自衛隊が18万人、消防庁、警察庁）全然たり
ません。国民全体が助かるのは不可能です。お役人
やメディアは、国民の不安を煽るので言いません。
防災知識を持って自分の命は自分で守るという堅い
意志を持ち、みんなで助け合っていきましょう。と
てもわかりやすい防災学習でした。
　　　　　　　　（仕事対策部長　粟野万壽夫）

多摩西部支部では、立川・昭島の両市と有事の際に地域
復興に向けた活動などを行う『防災協定』を結んでいま
す。また、地域の防災訓練や学習会を通して防災・減災
に向けて取り組んでいます。

11月12日の立川防災訓練の様子 宮大工について講演を受ける青年部員

11月11、12日に多摩西ブロック青年部のイベン
トとして、京都建物見学研修旅行を行いました。支
部からは青年部長、副部長、担当書記の３人の参加
でした。まず１日目は、京都についてから「匠工堂」
という宮大工の工房にて見学をしました。工房には、
丁度手直しをしているあるお寺の屋根部分があり職
人さんの説明を聞きながら細かな装飾等に感嘆する
ばかりでした。また、社長の横川さんのお話で印象
的だったのは「こういう宮大工の世界こそホームペ
ージは勿論 SNSの活用が必須」とおっしゃっていた
ことです。主に施主になるお寺や神社の方は意外と
SNSをよく見ているそうでそこに「匠工堂」の情報
が少しでも出てくるとすぐに連絡があるそうでここ
から営業につながったことが何件もあるとのことで
した。２日目は、京建労本部にお邪魔して青年部員
同士の学習会として「働き方改革」について学びま
した。若い世代だからこそこれからの建設業界での
働き方を考える大変良い機会になりました。学習会
が終わり、近くの飲食店で、青年部員同士交流会を
行い、仕事の悩みや組合での青年部の活躍の仕方な
ど様々な意見を交換出来ました。２日間という短い
研修ではありましたが、参加した部員も新しい情報
や気づきが得られた充実した研修になりました。

11月26日㈰に福生市・多摩川緑地福生南公園に
て650人の参加で行われました。開会前には青年た
ちから世界中で戦争により命が奪われることの無い
よう熱い訴えがありました。日本がとるべき政治の
舵を「国民のいのち」をまもる方向に転換させるた
めに参加者全員が気持ちを一つにしました。会場に
はこれまで横田基地に配備されたオスプレイの写真
があり、機関銃を後方に向けた状態で訓練を行って
いる写真に参加者は大変驚いていました。支部から
は委員長含め５人が参加し、寒い中2.2kmのデモ行
進を行い地域市民に呼びかけました。



女性女性のの会会

デュオユニット
　“Piatto..”
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多摩西部支部女性の会 お問い合わせ先　多摩西部支部女性の会 お問い合わせ先　042-535-3332042-535-3332　担当：吉野　担当：吉野
Facebook更新中‼ 定例会や四役会議、イベントの情報など配信定例会や四役会議、イベントの情報など配信

●定例会12月は、お休みです

私は、昭和29年11月18日に鉄工所で生まれまし
た。小さい頃から鉄工所で育ったせいか作り物が好
きでした。私が小学校４年生の時に父が３階の鉄骨
から転落事故で片足が不自由になってしまいまし
た。父が足を引きずりながら仕事をしているのを見
て、その時自分が父の仕事に役立つよう、手伝いを
始めたのがきっかけで鉄骨の仕事を始めました。
最初の頃は、小学校から帰ると鉄骨（Ｃ型鋼）に
サビ止めを塗っておけとか、ガセットプレートやア
ングルに穴をあけておけとかターンバックルの丸棒
にネジを切っておけと張り紙がしてありました。目
の前が多摩川という事もあり、友達が遊びに行く姿
を見ると、とてもうらやましかった思い出がありま
す。早く遊びたいため、どうしたら早く仕事が終わ
るか色々なアイデアを考えました。高校生の頃に
は、溶接や溶断も出来るようになり、鉄骨の仕事が
楽しくなりました。
自分で制作した鉄骨に登って組み立てる醍醐味も
あり、誇りに思う仕事だと思います。
　　　　　　　（玉川分会　5群　粟野万壽夫）

仲間の思い出募集仲間の思い出募集 100100万人署名万人署名のの協力協力をを‼‼100100万人署名万人署名のの協力協力をを‼‼
　全国の建設組合の母体である全建総連では、2024
年３月末を期限に『持続可能な建設業の実現に向け
た100万人署名』を取り組んでいます。東京土建多
摩西部支部でも11月より３月末までの5か月間で約
8,000筆の目標で取り組んでいます。
　組合員やご家族を中心に声掛けを行い、みなさんの
力で建設業を発展させる署名にご協力ください。

１、	労働者雇用改善、賃金水準引き上げと環
境整備など

２、若年層の入職・定着
３、建設キャリアアップの普及促進
◉請願署名を記入する際の注意点◉
①	 同じ住所でも「同上」「〃」とはせず、氏

名毎に住所を記入してください。
②	 住所は東京都から記入してください。
③	 参議院宛て、衆議院宛てをセットで記入し

てください。
④	 ご家族、知人、友人にも声掛けと署名のお

願いをしてください。

要望項目

～ 50周年記念式典～～ 50周年記念式典～
　11月３日東京土建多摩西部支部女性の会発足50周年記念
式典が昭島のフォレスト・イン昭和館でとり行われました。
　土建本部主婦の会からは、会長及び副会長、多摩西ブロッ

　記念式典コンサートでは、ヴァイオリン（松山真依子）
とピアノ（中村理恵）のデュオユニット“ピアット”の演
奏があり、繊細かつ迫力のある、美しい音色に心癒され瞬
く間に２時間が過ぎ閉会の運びとなりました。

ク長とブロックの各会長さんを来賓と
してお招きし祝辞を頂戴いたしました。
女性の会担当役員の清水委員長のご挨
拶と乾杯の音頭の後、飲食と懇談を楽
しみました。


